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農耕が発明された頃の話 

 

・課題の報告・議論 

 メラニン色素（Ku） 

基本的な考え方：有害な紫外線から細胞を守る＋ビタミン Dの合成 

／ビタミン D 手のひらに太陽を浴びれば十分、皮膚癌は再生産年齢を終

えた後に発症するから選択圧にならない？／メイティングにおける肌の

色の意味／男性や女性は、自分よりも肌の色の濃い相手を好むか、薄い

色の相手を好むか 

アフリカの狩猟採集民の夫婦関係（Is） 

 日本の規範とは異なる夫婦の営み／儀礼による調整／父子関係の多様性

／コンテクストあるいは文脈を相対化する作業の有効性 

農耕のはじまりについて（W） 

 人口が増加したから農耕が始まったのか／農耕が始まったから人口が増

加したのか／ボズラップの仮説／ドメスティケーション／栽培植物の起

源 

利他行動について（Ka） 

 ヒトの利他行動の特徴は強い互恵性／ミルグラム実験／利他行動の遺伝

的背景 

 

次回までの宿題：Ellen R (1982) Environment, Subsistence and System. (Cambridge 

Univ Press) の 137ページにある表をよんでくること。 

 

次回は、工業化以降の人類の話へ。 

 


